
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4回 

加 茂 市 立 小 中 学 校 

適正規模等検討委員会 

○ 日 時  令和 4 年 4 月 26 日㈭ 13:30～ 

○ 会 場  加茂市役所 5 階 全員協議会室 

 



 

 

 

 

加茂市立小中学校適正規模等検討委員会 名簿 
 

▮ 委員                                                    （敬称略） 

№ 選出区分 氏 名 所 属 等 備考 

1 学識経験者 遠藤 英和 新潟大学大学院教育実践開発専攻（教職大学院）特任教授  

2 学識経験者 滝沢 茂秋  加茂市議会議長  

3 地域関係者 中村 幸一 七谷地区区長会長（上高柳区長）  

4 地域関係者 中山 勇 加茂地区区長会長（新栄町区長）  

5 地域関係者 皆川 輝一 下条地区区長会長（横江区長）  

6 地域関係者 土田 秀男 須田地区区長会長（後須田第 3 区長）  

7 学校関係者 小畑 一二美 小学校校長会（加茂小校長）  

8 学校関係者 平野 政幸 中学校校長会（葵中校長）  

9 保護者 阿部 奈穂子 未就学児保護者（本量寺こども園保護者会）  

10 保護者 亀山 弘子 小学校 PTA（加茂小 PTA）  

11 保護者 茂野 芳子 中学校 PTA（七谷中 PTA）  

12 保護者 中林 利恵 小学校 PTA（下条小 PTA）  

13 保護者 樋口 明宏 中学校 PTA（須田中 PTA）  

14 その他 市村 正子 加茂市民生児童委員協議会副会長  

15 その他 高畑 結城子 加茂市商工会議所事務局長  

16 その他 目黒 悦子 加茂市役所商工観光課課長補佐  

17 その他 小出 浩輔 公募 ｵﾝﾗｲﾝ参加 

18 その他 笹川 裕子 公募  

19 その他 松原 啓 公募 ｵﾝﾗｲﾝ参加 

 

▮ 教育委員会事務局 
職 名 氏 名 備考 

加茂市教育委員会 教育長 山川 雅已  

加茂市教育委員会 庶務課     課長 草野 智文  

                 課長補佐 長澤 敦  

加茂市教育委員会 学校教育課   課長 阿部 一晴  

課長補佐 吉田 国義  

係長（指導主事） 廣野 達也 欠席 

加茂市教育委員会 社会教育課   課長 有本 幸雄  

加茂市教育委員会 スポーツ振興課 課長 五十嵐 卓  

 

▮ 教育委員（オブザーバー） 
職 名 氏 名 備考 

加茂市教育委員（教育長職務代理） 乙川 智子 ｵﾝﾗｲﾝ参加 

加茂市教育委員 田邊 俊樹  

加茂市教育委員 藤田 和子 欠席 

加茂市教育委員 太田 正純 欠席 
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第 4回 加茂市立小中学校適正規模等検討委員会 次第 
 

日 時  令和 4年 4月 26 日（木） 13：30～ 

場 所  加茂市役所 5 階 全員協議会室 

 

1. 開 会 

 

 

 

2. 会長挨拶  

 

 

 

3. 議 事 

 

Ⅰ 加茂市立小中学校適正規模等検討委員会委員の変更と副会長の指名について 

 

 

Ⅱ 他市町村における学校運営・指導体制構築の取り組みについて 

   コミュニティ・スクール / 小中一貫教育 / 

教育課程特例校制度 / 特別の教育課程編成を認める制度  

 

 

  Ⅲ 他市町村における学校施設の状況について 

     統合後の校舎 / 他施設等との複合化 / その他 

 

 

  Ⅳ 先進地視察先の選定について 

 

 

  Ⅴ 市民アンケートについて 

 

 

  Ⅵ 今後のスケジュールについて 

 

 

 

4. その他 

 

 

 

5. 閉 会 

  

２ 



 

 

 

１ 委員の変更 
 

▮ 退任   栢森 耕太郎 委員・副会長 （選出区分：学校関係者） 

令和 4 年 3月 31 日付 加茂市立加茂小学校校長 退職による 

 

 

▮ 後任   小畑 一二美 委員 （選出区分：学校関係者） 

令和 4 年 4月 1日付 加茂市立加茂小学校校長 赴任 

令和 4 年 4月 8日  定例教育委員会にて 4/1 付委嘱を承認 

 

 

 

 

２ 加茂市立小中学校適正規模等検討委員会副会長の指名 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【参考】 

加茂市立小中学校適正規模等検討委員会設置要綱 
（組織） 
第３条 検討委員会は、委員２０人以内で組織する。 
２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱又は任命する。 
⑴  学識経験者 
⑵  保護者 
⑶  学校関係者 
⑷  地域関係者 
⑸  その他教育長が必要と認める者 

（任期） 
第４条 委員の任期は、第２条に規定する所掌事項が終了する日までの間とする。 
２ 委員が欠けたときは、これを補充しなければならない。 
（会長及び副会長） 
第５条 検討委員会に会長及び副会長１名を置く。 
２ 会長は、委員の互選により選出し、副会長は委員の中から会長が指名する。 
３ 会長は、会務を総理し、検討委員会を代表する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

 

 
  

Ⅰ  加茂市立小中学校適正規模等検討委員会委員の変更と副会長の指名に 

ついて 

３ 



 

 

 

１ コミュニティ・スクール 
 

 ▮ 「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」とは 
 

    コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、学校と地域住民等

が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とともにあ

る学校」への転換を図るための有効な仕組み。 

学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある

学校づくりを進めていくことができる。（地域教育行政法第 47 条の 5 に

基づいて、教育委員会が学校に設置する） 
 

 

 ▮ 役割 
 

・校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。 

・学校運営に関する意見を、教育委員会又は校長に述べることができる。 

・教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項について、教育委員 

会に意見を述べることができる。 
 

 

 ▮ コミュニティ・スクールの仕組み 

  （文部科学省「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」（「学校と地域でつくる学びの未来」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ  他市町村における学校運営・指導体制構築の取り組みについて 

４ 



 

 

 ▮ 導入のイメージ 

「三条市のコミュニティ・スクール 地域とともにある学校づくりの推進」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▮ 新潟県の取組 

新潟市、長岡市、上越市、三条市、見附市、村上市、胎内市、湯沢町、他 

◇取組例 （下越教育事務所「これからの ひとづくり まちづくり」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 



 

 

２ 小中一貫教育 
 

 ▮ 「小中連携教育」とは 
 

    小・中学校９年間の枠組みの中で、情報交換や交流を通じて円滑な接続

を目指す教育 
 

 

 ▮ 「小中一貫教育」とは 
 

教育過程特例校の指定を受け、小学校６年間と中学校３年間の接続の円 

滑化を図り、９年間を通じて系統的な教育課程編成する教育体系。 
 

   ➡義務教育の枠組みを、自治体の判断で「四・三・二制」や「五・四制」 

など、柔軟に設定できる。 
 

 

▮ 小中連携、小中一貫、小中一貫教育制度の関係と特徴 新潟県の取り組み例 
（平成 28 年 12 月 26 日文部科学省「小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小中一貫教育 義務教育学校 

・小中合わせて校長が１名 

・同一の教育課程 

・同一の教職員組織 

（例：三条市立大崎学園） 

小中一貫型小・中学校〈施設一体型・施設分離型） 

・小中それぞれに校長。 

・教育過程が小中で分かれている 

・各々の教職員組織 

〔例：湯沢学園、十日町市まつのやま学園、三条嵐南学

園（第一中・嵐南小）、新潟市、十日町市、等。 〕 

 

６ 



 

 

３ 教育課程特例校制度 
 

 

 ▮ 「教育課程特例校」とは 
 

    学校又は地域の実態に照らし、より効果的な教育を実施するための特別

の教育課程を編成することを認める制度 （学校教育法施行規則第 55 条の２等） 
 

 

 

 ▮ 指定の要件 
 

・学習指導要領等において全ての児童又は生徒に履修させる内容として定

められている内容事項が、特別の教育課程において適切に執り行われて

いること 

・その他、「系統性」「機会均等」「転出入に対する配慮」等、有り 
 

 

 ▮ 指定の状況 

指定の状況（令和３年４月現在） 

指定されている管理機関数 ２０７件  

指定されている学校数 １，７６８校  

    
 

【主な取り組み内容】 

 
・早期（小学校低学年～等）、または独自の英語教育（新教科「国際科」等） 

 

・既存教科を英語で実施（イマ-ジョン教育）（中３美術を英語で実施） 

 

・ふるさとや郷土に関する取組（新教科「栗原ふるさと科（宮城県）」等） 

 

・特定テーマに関する取組（新教科「日本語」等） 
 

 

  

７ 



 

 

４ 特別の教育課程編成を認める制度 
 

 ▮ 「特別の教育課程編成」について 
 

    教育課程は、児童（生徒）の心身の発達の特性及び学校や地域の実態を

考慮し、教師の創意工夫を加えて学校が編成するものである。教育課程の

基準もその点に配慮して定められているので、教育課程の編成に当たって

は、法令や学習指導要領の内容について十分理解するとともに創意工夫を

加え、学校の特色を生かした教育課程を編成することが大切である〈学習指

導要領（平成 29 年告示）解説 総則編 第 1 章第 1 の 1〉。 
 

 

 ▮ 学習指導要領によらない特別な教育課程の編成が必要となる場合の特例活 

用の例 
 

① 教育課程の基準の改善に資する研究を実施するための教育課程の特

例  （学校教育法施行規則第 55 条等関係） 
 ・研究開発校 

  ・スーパーサイエンスハイスクール 

  ・スーパーグローバルハイスクール WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コ 

ンソーシアム構築支援事業 

  ・地域との協働による高等学校教育改革推進事業 
 

② 学校や地域の実態に照らしてより効果的な教育を実施するための教

育課程の特例 （学校教育法施行規則第 55 条等関係） 
 ・教育課程特例校 

 ・授業時数特例校 
 

③ 学校段階間の接続を見通した計画的かつ継続的な教育を実施するた 

めの教育課程の特例 （各種文部科学省告示等） 

    ・義務教育学校、中学校併設型小学校及び小学校併設型中学校の教育課程の特例 

    ・中学校連携型小学校及び小学校連携型中学校の教育課程の特例 

    ・中等教育学校、併設中学校、併設型高等学校の教育課程の特例 

    ・連携型中学校、連携型高等学校の教育課程の特例 
 

④ 特別の配慮を要する児童生徒の実態の配慮した教育を実施するため

の教育課程の特例 （各種、学校教育法施行、規則等） 
  ・特別支援学級における特別の教育課程の編成 

  ・障害のある児童生徒に対する特別の指導 

  ・療養等による長期欠席生徒等を対象とした特別の教育課程の編成 

  ・他、日本語の習得困難、不登校、学齢を超過した者等に対する特別の教育課程 

の編成、有り 
 

⑤ その他 （平成 27 年度文部科学省告示第 127 号） 

  ・国際バカロレア認定校における教育課程の特例 
 

 

 

  

８ 



 

 

 

１ 統合後の校舎 
 

▮ 南魚沼市立八海中学校 （新潟県南魚沼市上原 129-6） 

 ■ 統合後の生徒数/286 人（9 学級） ※R4.4 現在 
 ・1 年生/85 人（3 学級） ・2 年生/98 人（3 学級） ・3 年生/103 人（3 学級） ・特別支援学級/14 人（3 学級） 

□ 南魚沼市立中学の 3校（五十沢中学校・大巻中学校・城内中学校）が統合、平成 30年 4 月

に開校。 

□ 旧城内中学校の校舎を改修・増築した校舎を使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像：「南魚沼市女子力観光プロモーションチームブログ」より 

  

Ⅲ  他市町村における学校施設の状況について 

3 つの中学校を 1 つに統合し、

既存中学校校舎を改修・増築 

９ 



 

 

２ 他施設等との複合化 

 

▮ 湯沢学園 （新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立 1580） 

 ■ 統合後の園児数・児童数・生徒数（学級数） ※R4.4 現在 

  ◇ こども園/175 人  

  ◇ 湯沢小学校/277 人（11 学級） 

    ・1 年生/47 人（2 学級） ・2 年生/41 人（2 学級） ・3 年生/38 人（1 学級） 

    ・4 年生/47 人（2 学級） ・5 年生/55 人（2 学級） ・6 年生/49 人（2 学級） 

    ・特別支援学級（4 学級） 

  ◇ 湯沢中学校/138 人（6 学級） 

    ・1 年生/42 人（2 学級） ・2 年生/41 人（2 学級  ・3 年生/55 人（2 学級） 

    ・特別支援学級（2 学級） 

□ 湯沢学園は湯沢町が独自に付けた愛称であり、5つの保育園を統合した湯沢認定こども園、

5つの小学校を統合した湯沢小学校、既に半世紀前に統合した湯沢中学校の施設一体型保・

小・中一貫教育システムです。 

□ この制度により、小 1 プロブレム・10 歳の壁・中 1 ギャップ等を解消するとともに知・

徳・体の向上を期待するものです。加えて、学校運営協議会制度（コミュニティ・スクー

ル）を導入してオール湯沢で子ども達を育む学園として小中一貫教育は 2014 年（平成 26

年）4月開校しました。さらに、2016 年（平成 28 年）4月には認定こども園が開園し、施

設一体型保・小・中の 12 年間を通した一貫教育システムが本格的にスタートしました。 

□ 校舎を新築し、平成 28 年 4 月に開校。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども園・小学校・中学校を一体

化した施設を新築 

１０ 



 

 

 

１１ 



 

 

出典/湯沢学園 HP・湯沢町資料 

１２ 



 

 

▮ 志木市立志木小学校 （埼玉県志木市本町 1-10-1） 

 

 

 

小学校と公共図書館の複合化 

１３ 



 

 

 

出典/文部科学省 HP「学校施設と他の公共施設等との複合化検討部会（第 6回）資料」 

 

１４ 



 

 

３ その他 

 

▮ 長岡市立東中学校 （新潟県長岡市水道町 5-1-1） 

 

 

体育館と避難所機能を充実・融合 

１５ 



 

 

 

 

 

 

 

１６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 



 

 

 

 

出典/文部科学省 HP「これからの小・中学校施設」 

  

 

 

１８ 



 

 

 

▮ 十日町情報館 （新潟県十日町市西本町 2-1-1） 

 

■ 延床面積/4,498 ㎡ 

■ 蔵書数/約 15 万 8,000 点（2015 年時点） 

■ 貸出数/約 25 万点（2013 年） 

■ 来館者数/約 22 万 8,000 人（2013 年） 

□ 1999 年（平成 11 年）に「読書の楽しさと知る喜びを感じる情報館」を掲げて開館した。 

□ らいぶフォーラムの運営に移行してから、2013 年公開の映画『図書館戦争』のロケ地や男

性ファッション雑誌の撮影地となるなどし、新たな魅力の付加が成されている。『図書館戦

争』では十日町情報館を含むいくつかの図書館がロケ地となり、それぞれが「武蔵野第一

図書館」として登場する。 

□ また職員に司書だけでなく学芸員の有資格者を採用することで図書館活動の活性化を図

り、20 万冊程度で推移していた年間貸出冊数は 25 万冊まで増加した。休館日の削減、貸

出文庫の実施、学校図書館との連携などの活動は新潟県でも活発なものとして評価を受け

た。 

 

 

 

 

出典/フリー百科事典「Wikipedia」 

 

 

 

 

 

  

図書館機能を活性化、小中学校との連携 

１９ 



 

 

 

▮ 志木市立志木小学校 
小学校と公共図書館の 

複合化 

R4.5.17 

教育委員会職員による視察を

予定 

 

（案） 
 

 

▮ 南魚沼市立八海中学校 3 つの中学校を 1つに統合し、既存中学校校舎を改修・増築 

▮ 湯沢学園 施設一体型保・小・中一貫教育・施設を新築 

▮ 長岡市立長岡東中学校 体育館と避難所機能を充実・融合 

▮ 三条嵐南学園 

（第一中・嵐南小） 
小中一貫教育・施設を新築 

▮ 三条市立大崎学園 小中一貫教育・施設を増改築 

 

 

 

 
  

Ⅳ  先進地視察先の選定について 

２０ 



 

 

 
  

石川小学校耐震補強工事 及び 加茂市立小中学校適正規模・再配置等のスケジュール（案）
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補強設計

仮設校舎建設工事 仮設校舎リース期間 仮設校舎解体工事

耐震補強工事

第1回 検討委員会（諮問）

第２回 検討委員会（学校視察1日目）

第２回 検討委員会（学校視察２日目）

第３回 検討委員会

第４回 検討委員会

第５回 検討委員会

第６回 検討委員会

第７回 検討委員会

第８回 検討委員会（答申）

中間報告

答申を受け基本方針素案作成

基本方針の策定

基本方針の説明会（小中学校・各地区）

学 級 数：小48 中22

児童生徒数：小1032 中549

令和 ３ 年度 令和 ４ 年度 令和 ５ 年度 令和 ６ 年度

学 級 数：小44 中23

児童生徒数：小982 中551

学 級 数：小41 中22

児童生徒数：小943 中533
学 級 数：小39 中22

児童生徒数：小885 中543

令和 １０ 年度 令和 １１ 年度 令和 １２ 年度

（仮設校舎へ引っ越し） （本校舎へ引っ越し）

加茂西小学校が

石川小学校と統合

学 級 数：小39 中22

児童生徒数：小827 中556

学 級 数：小39 中22

児童生徒数：小780 中538

学 級 数：小36 中22

児童生徒数：小739 中498

令和 ７ 年度 令和 ８ 年度 令和 ９ 年度

（１）学校規模を現状維持とする場合

（２）有識者・地元関係者等を含む再配置検討会を立上げる場合

再配置モデル具体化 再配置モデルに基づいた再配置計画の進行

※新築する場合は校舎完成までに5年程度要する想定

（新校舎の計画～プロポーザル・設計～着工～完成まで）

新校舎開校

再配置検討会の実施（※期間は１～３年を想定） 再配置モデルに基づいた再配置計画の進行

※新築する場合は校舎完成までに5年程度要する想定

（新校舎の計画～プロポーザル・設計～着工～完成まで）

学 級 数：小35 中21

児童生徒数：小712 中440

学 級 数：小33 中21

児童生徒数：小674 中414
学 級 数：小32 中21

児童生徒数：小646 中395

※令和10～12年度 小学校の「学級数・児童生徒数」については試算

項 目

（現状維持

の場合）

（３）市主導で再配置を進める場合

加茂小学校校舎の改築または大規模改造の計画を検討
★

◆個別施設計画で定めた耐用年数６０年を経過するため改築または大規模改造の検討の必要性あり

須田小学校校舎の改築または大規模改造の計画を検討

（加茂小校舎 築60年経過）

★（須田小校舎 築60年経過）

下条小学校校舎の改築または大規模改造の計画を検討
★

（下条小校舎 築60年経過）
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令和４年度 加茂市学校教育の重点                                             加茂市教育委員会 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４つの柱 

授 業 改 善 

◎「学ぶ楽しさ」「分か
る喜び」を基軸に、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現を
目指し、授業改善を
実践します。 

◎指導と評価の一体化
を図り、児童生徒の
資質・能力を確実に
育成します。 

特別支援教育 
◎児童生徒、保護者と
の合意形成を図り、
一人一人の教育的ニ
ーズに応じた指導や
支援を充実します。 

◎教職員の情報共有、
行動連携を図り、全
校体制で特別支援教
育の推進に努めま
す。 

道 徳 教 育 
◎よりよく生きるため
の基盤となる道徳性
を養うために、家庭
や地域、中学校区の
連携を深め、ねらい
に即した多様な指導
方法を取り入れた
「考え、議論する道
徳」を推進します。 

人権教育、同和教育 
◎人間関係づくりに努
め、差別を許さず、
互いを認め、支え合
う児童生徒を育成し
ます。 

◎全教育活動を通じ
て、人権教育、同和
教育を積極的に推進
します。 

外国語教育、国際理解教育 

◎豊かなコミュニケー
ション能力、グロー
バルな視点をもつ児
童生徒を育成しま
す。 

◎外国語文化圏の人と
の交流活動、外国文
化の直接体験等をと
おして、国際理解の
精神を育成します。 

「加茂市教育大綱」の基本方
針 

・北越の小京都加茂市の伝統・文化と豊か
な自然環境を生かし，豊かな人間形成を
図ります 

・すべての子どもたちが安心して学べる
教育環境を整えます 

・だれもが一生涯を通じて自己を高める
ことができる学習環境を整備します 

体育・健康 
◎体力の向上や健康の
保持増進のために、
運動習慣を育成し、
運動が好きな児童生
徒を育てます。 

◎食事や睡眠、メディ
アとのかかわり等に
ついて、規則正しい
生活習慣を育成しま
す。 

「自ら考え」に込める姿      本質を問い、深く考え、自分の言葉で表す 興味・関心をもつ   主体的に取り組む 

「豊かな心」に込める姿      相手を思いやる  命を大切にする    感動する       見つめ直してさらに高まろうとする 

「たくましく生きる」に込める姿  主体的に取り組む 協力してやり遂げる  あきらめずに挑戦する 健康な体をつくる 

 

目指す子どもの姿に迫る４つの柱 

 

情 報 
教 育 

ちづく

り 

◎各教科等におけるタブレット端末や電子黒板等の ICT機器の積極的な活用による授

業改善、情報活用能力の向上と情報を適切に扱う情報モラルの向上に努めます。 

防 災 
教 育 

ちづく

り 

◎家庭や地域と連携し、教育活動全体を通じて、自然災害等の危険から自らの命を守

り抜く主体的な行動力の育成に努めます。 

 
幼保小中
連 携 

◎幼保小中の切れ目のない連携・協働をとおして、子どもの発達と学びを支え、社会

性の育成や生活習慣の確立に努めます。 

環 境 
教 育 

ちづく

り 

◎自然の大切さを知り、身近な環境の保全やよりよい環境の創造に貢献できる実践的

な態度や資質・能力の育成に努めます。 

キャリア教育 

◎地域の人材や施設、
自然、産業、特産品
等を学び、ふるさと
加茂を愛する児童生
徒を育成します。 

◎夢や希望をもち、そ
の実現に向けて取り
組む児童生徒を育成
します。 

 

生 徒 指 導 

◎集団や社会における
よりよい人間関係を
形成することができ
るように、いじめの
未然防止等に努めま
す。 

◎不安や悩みを解消
し、安心した心持ち
で活動できる教育環
境をつくります。 

 

 

   

学 校 

家 庭 

学 校 

家 庭 

学 校 

家 庭 

学 校 

家 庭 

学ぶ意欲を高め、学力の向上を目指

します。 
 
家庭での学習環境を整え、励ましま

す。 

かかわりや体験を大切にし、自己肯

定感、自己有用感を育みます。 
 
あいさつ、感謝、助け合いなど社会性

を育みます。 

運動への興味を高め、体力の向上を

目指します。 
 
食事、睡眠、メディア使用などよりよ

い生活習慣づくりに努めます。 

 

ふるさとを誇りにもち、ふるさとを

愛する人材の育成を目指します。 
 
家庭生活の楽しさを大切にし、子ど

もの夢や希望を応援します。 

 

・子どもの安全を守ります 
・元気なあいさつをします 
・望ましい食習慣を身に付けます 
・健康な体をつくります 

地域社会の発展と人材の育成 

観光、教育、まちづくり 

４つの努力事項 

８つの重点事項 

 
「生きる力」を育みます 

目指す子どもの姿 
笑顔あふれるまち 加茂 
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